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概  要 

 

FRP シート接着による鉄筋コンクリート構造物の補強技術において，コンクリートに発生したひび

割れを起点として FRPシートにマクロ剥離が発生，進展すると，補強効果が大きく損なわれる恐れ

があるため，早急にマクロ剥離を検知し，補修する必要がある。本研究室では，赤外線サーモグ

ラフィにより温度分布を測定して FRP シートのマクロ剥離を検知する研究を行っている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 

本技術の 

有用性 

FRP シートの中央部に生じさせたひび割れからマクロ剥離を進展させ，サーモグラフィにより温度分布

を測定してマクロ剥離を検知する実験を行った。50℃に設定したラバーヒーターで加温した後，室温

環境下で温度低下する過程で，FRP シートのマクロ剥離を検知できた。 

  

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

    

図：FRPシートひずみ分布      図：FRPシート表面温度分布 
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■写真：赤外線サーモグラフィによる

FRP シートのマクロ剥離を検知する実

験を研究室の学生が行っている様子 


